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みんなの広場

　認知症の人とその家族の会『ひまわり会』による講演会

が市民図書館で開催されました。『親が子どもになっていく

〜汗かき べそかき 恥かき日記〜』と題して行われた講演

では、佐賀県支部代表の森久美子さんが、母親の介護の体

験談を交えながら、「寝たきりになっても目や耳を楽しま

せる工夫や環境整備が必要」と会場に語りかけていました。

↓「本人が話さなくても周りからの声掛けは大切」と熱く語る森さん

　　　 ひまわり会による認知症講演会認知症の介護あなたはどうしますか

　市ふれあい障害者文化祭とふれあいコン

サートが市民センターで開催されました。こ

れは、障害者（児）の作品展示や体験発表な

どを通じて、市民の障害に対する理解と関心

を高め、障害者の自立と社会参加の促進を図

るため、市手をつなぐ育成会などが毎年行っ

ているものです。この日のコンサートでは、

９団体が歌や演奏などを披露。会場を埋め尽

くした観客たちは終始温かい拍手を送るな

ど、障害への理解を深めている様子でした。

　　　 ふれあい障害者文化祭とコンサート障害への理解を深めた一日

↓この日のために練習してきた歌を披露する『瑠璃光苑音楽クラブ』の皆さん

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）
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多くの人でにぎわう物品販売体験と抱負を語る田代さん展示作品は力作ばかり

↑区民 65 人が参加した防災訓練の様子を発表する里区の石井司朗区長

　　　 『わがまち・わが家の防災マップ』完成説明会住民手作り防災マップで安全安心を

1.27

　市は、災害から市民の生命を守るため、住民による防災マッ

プの作製を推進しています。取り組み２年目の今年度は、伊万

里・立花地区、大川内・波多津町の全 60 行政区でマップが完

成し、市民センターで、全戸配布を前にマップの披露や活用方

法についての説明がありました。また、東山代町里区の防災

訓練の発表もあり、住民からの意見や課題が報告されました。


